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第七小 卒業式・入学式 

 卒業式  

青梅市立第七小学校は第８８回卒業式を平成２

６年３月２４日に挙行しました。１９名の卒業生

一人一人に卒業証書が授与されました。卒業生が 

   舞台に上が 

る際には、

クラスの仲

間と学んで

きた人権や

命、平和の

ことがらに

ついて一人

一人が抱負

や将来の夢 

を述べました。式の終わりには卒業生と在校生に

よる「巣立ちの言葉」が披露され、厳粛の中にも

小学校らしい和やかな式が終了しました。 

 入学式  

平成２６年度の入学式は４月７日に行われまし

た。入学児童は男子９名、女子１３名の２２名で

す。６年生に手を引かれて入場した新入生は少し

緊張した面持ちでしたが、担任の先生から新入生

全員が呼名された時には全員元気に返事ができま 

   した。式の

最後には、

児童会の代

表が歓迎の

言葉で、２

年生は歓迎

の音楽で新

入生を迎え

ました。  

   （青梅市立第七小学校校長 須崎和英） 

第六中 卒業式・入学式 

小曾木地区自主防災組織連絡会 

 卒業式  

平成２６年３月２０日、青梅市立第六中学校第６７回

卒業式が挙行されました。祝福と感激の涙の中、男子１

９名、女子１４名、計３３名の生徒が 9 年間の義務教育

を終え、青梅市立第六中学校を巣立っていきました。卒

業生には、支えてくださった周囲の方々の感謝を忘れず

に、常に思いやりの心を持ち、困難を乗り越えていく強

い力を養ってほしいと思います。 

 入学式  

４月７日、青梅市立第 

六中学校第６８回入学式 

が挙行されました。男子 

１０名、女子６名、計１ 

６名の生徒が、校庭の桜 

が満開の中、夢と希望に 

胸を膨らませ、入学しま 

した。新入生には、４月に着任された堧水尾（たみお）

校長の式辞にもあったように、中学校三年間が「あっと

いう間に終わった」といえるように様々なことにチャレ

ンジしてほしいと思います。（第六中副校長 神林 真） 

平成 26 年 5 月 22 日、小曾木地区自主防災組織

連絡会（自主防）総会が小曾木市民センターにて開

催されました。 

この会は、小曾木地区の防災対策や災害時の情報

収集、応急対応、災害復旧などの協議を行うため、

第６支会長を会長に自治会、消防団、まとい会、学

校、民生委員を始めとした地域を支える主要団体に

より構成。消防署、警察署も連携しています。 

昨年 9 月 1 日には第七小の児童も初めて授業の

一環として防災訓練に参加し、実践的な内容へと訓

練が深まりました。 

また、２度に亘る大雪は災害レベルの出来事とし

て、自主防としての取り組みも今後へ向けての反省

点として挙がっています。 

今年度の防災訓練の予定は、8 月 31 日（日）と平成

27 年 3 月 1 日（日）になっています。 

今年度の

地区防災上

の変化とし

ては、小曾

木地区で焼

失や損壊に

より自宅で 

の生活が困

難となった場合に避難生活をする避難所として、従来の

第七小学校に加え第六中学校が指定されました。また、

第七小学校の体育館には少量ながら災害時食糧（乾パン）

が配備されています。 

 ５月２日（金）、六 

中校庭において、第七 

中学校と合同の全校生 

徒参加による交通安全 

教室が開催されました。 

今回は、スタントマン 

による自転車事故再現 

が含まれた講習会でし 

た。迫力ある実演や、わかりやすい交通ルールの解説な

ど、生徒にとって大変実感があり強く印象に残ったと思

います。地域の皆さんも見学に来ていただき、ありがと

うございました。     （第六中校長 堧水尾祐文） 

第六中 交通安全教室 

入学式 


